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宋
代
開
封
と
張
択
端
『
清
明
上
河
図
』

木

田

口矢

生

　
帯
代
以
前
の
都
市
、
就
中
、
そ
の
国
都
は
、
そ
の
都
市
性
格
の
中
心
を
政

治
に
救
い
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
性
格
も
、
経
済
的
諸
要
素
が
契
機

と
な
っ
て
次
第
に
変
貌
し
始
め
る
。
五
代
後
門
時
代
に
、
国
都
が
大
運
河
沿

い
の
地
、
汁
州
に
置
か
れ
た
こ
と
は
、
建
国
者
乗
全
忠
が
、
そ
れ
以
前
に
汁

州
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
背
景
の
ほ
か
に
、
国
都
自
体
が

経
済
都
市
の
中
枢
と
し
て
も
存
立
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
情
勢
を
如
実
に

　
　
　
　
　
③

示
し
て
い
よ
う
。

　
こ
の
地
汁
州
（
宋
の
開
封
）
は
、
後
唐
を
除
く
、
五
代
各
朝
と
北
宋
期
を

逓
じ
て
の
首
都
と
な
り
、
三
重
の
城
郭
を
擁
し
た
。
内
側
か
ら
順
に
、
宮
域

・
内
城
・
外
城
と
呼
ぶ
が
、
外
郭
た
る
外
域
は
署
長
時
代
の
修
築
に
係
る
。

宋
朝
は
、
大
率
、
後
周
の
国
都
整
備
の
あ
と
を
承
け
、
ほ
ぼ
十
数
年
ご
と
の

修
城
修
補
を
続
け
て
北
宋
末
年
に
至
っ
た
。
い
ま
、
そ
の
歩
み
と
城
郭
の
大

略
を
表
王
・
H
と
図
1
に
示
そ
う
。
こ
の
内
で
、
特
に
、
照
寧
八
年
と
元
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

三
年
に
着
工
さ
れ
た
も
の
弦
、
の
ち
の
『
東
京
夢
野
録
』
や
『
事
林
広
記
』

等
の
開
封
城
中
に
関
す
る
記
述
を
特
徴
づ
け
る
内
容
を
含
む
、
か
な
り
大
規

模
な
修
城
工
事
で
あ
っ
た
。
煕
登
時
の
も
の
で
は
、
薪
城
の
周
回
が
五
十
里

一
百
六
十
五
歩
に
拡
張
さ
れ
、
城
壁
の
基
底
幅
は
熱
雷
九
尺
・
高
さ
は
四
丈

と
い
う
比
率
で
完
成
を
み
た
。
蕃
客
の
上
に
は
、
七
尺
の
比
津
（
女
糖
）
が

設
置
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
事
林
広
記
』
所
載
の
「
外
城

之
図
」
に
も
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
外
城
の
外
部
に
は
十
五
歩
間
、
内
部
は

十
歩
問
、
各
々
空
閑
地
が
設
け
ら
れ
、
楊
柳
が
美
観
を
添
え
、
元
豊
五
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
そ
の
外
城
を
囲
罪
す
る
護
衛
河
と
呼
ぶ
城
濠
が
拡
張
整
備
さ
れ
た
。

　
後
者
、
元
祐
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
工
事
で
は
、
外
城
門
の
う
ち
、
御
路
に

連
な
る
正
門
が
方
響
（
直
門
）
と
さ
れ
、
そ
の
他
の
黒
門
が
甕
城
（
月
域
）



宋代開録と張択端r清胆上河図』　（木田）

表1　開封修城の歩み

修　造　年　月　i西暦1 内 容

建隆3年中月

建隆3年5月

建隆4年5月

乾徳3年4月
君徳6年前月

大中祥符元年正月

大中祥符9年7」ヨ

天禧2年3月
天聖元年正月

　岡　　7月

皇祐元年8月

嘉祐4年正月

治平元年10月

照寧8年9月

元豊元年10月

元祐3年10月

纏豊元年正月

962

962

963

965

968

1008

1016

1018

1023

1049

1059

1064

1075

1078

1088

1094

「発閉封淡儀民，繊皇城東北隅難：豊門其役」（長編巻3）

「始大治宮繭，倣西京之制，三韓璽黒黒其役」　（長編巻3）

「重修大内∴李懐義・趙仁遂護其役」　（会要・方域1）

「導五丈河通皇域為池」　（同上方域1）

「発近飼了夫，増治京域，命王延文護其役」（同上）

「修東京タト城」　（同」二）

「増築京薪城」　（置i上）

　　s
　　工畢

「増築京域」（同上）

「侍御史徐宗況言，在京旧城修築年深，乞江北葺，従之，」（同上）

「修築京新旧城」（堀上）

「貼築在京新旧城綴」（同L）

「重修都域，宋用臣董之」修二黒城所（同上）
　　」

　工畢
「命季i士京・溜逓菅勾修：京城」（長編415）’

　　」

　工畢

資料は『宋会要輯稿・方域一一一』（略称，会盟）『続資治通鑑長編』（略称，∫長編）の他，『玉海』巻

174，を参照した。

表狂　諸　門　名　一一　覧

宮i南中
高猿｢東（　i南西

體
戟
@
　
　
藤
5
　
1
墨
i
北

乾元門（明徳・丹鳳・正腸・宣徳）

ｶ薮門

A夜門
潔ﾘ門（寛仁）

ｼ輩門（神獣）

ｷ震門（玄武）　
　
陣
北
旧
　
1
東
南
（
内
城
）
1
幣
中
門
i
南
東
露
i
南
西
饗
i
欝
1
5
5
i
北
中
酬
北
東
　
　
目
ヒ
西

望春門（和政・巨獣）

甯i門（旧宋）

髏摶蝠

ﾛ康門
許ｾ門（重明新門）

X秋門（畷i；）

{閾門（梁）

癡ｴ門（旧酸炎）

ﾀ遠門（旧封珂1）

V波門

i南中
遠?副?

南薫国

驩ｻ門（陳州）

ﾀ上上（戴楼）

南
北
南
南
北
中
東
東
西

東
東
西
薦
西
北
北
北
北

新
殉
城
門
（
周
圓
5
0
里
莇
歩
）
．
・

（

河

恵
畏
河

広
済
河

南
北
南
北

上
上
下
下

上
下

轟
下

朝腸門（新宋）

撫物門（寅賓・新曹）

順天門（新郷）

開遠目（通遠・万勝）

金焼（輝）門

通天門（寧徳・薪醐≦）

長：景門（景陽・新封邸）

永泰門（陳橋）

安粛門（衛州）

大通門（順済）

宣沢門

上善門

通津門（広津）

｝配門

へ

｝東水門

普済門

広利浮

嚢豊門

永豊門

善利門（威通）

註記　主として，　『宋会要韓稿・方域三』に依拠した。
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開
還
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西華門．

、
宮

　　　・1＿＿＿藩□
東隠構

墾春門 瞬結門

寛沢門
右
披

篁一門 定
接

　　，一h　幅、

、、 門 錫
　、
@、　　噺

蜥ﾊ門
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、
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、
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’ 、 、 、
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、

、 、

「
’

、
、
、

、　　、

@、」　　、

’
、
、 ．上灘門＼

8 外 城
、
、

、、

、

安上門

@　’
@’

　拡利門@
ノ
’
！

南薫門 　　　、
q済門、

@　　、

@　　、

@　　　、

　　　．
ｰ化門

、

図1　開封城門河水略図
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宋代開封と張択端『清明上河図』　（木田）

　
　
　
　
④

に
造
ら
れ
た
。

直
接
の
工
事
関
係
官
衙
と
し
て
は
、
宮
城
に
つ
い
て
は
、
謡
本
的
に
は
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

部
修
造
案
と
宮
作
監
下
の
修
思
懸
・
東
西
八
作
司
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。

煕
寧
八
年
の
工
事
か
ら
は
、
さ
ら
に
修
完
京
城
所
（
修
治
京
城
所
と
も
、
単

に
京
城
所
と
も
い
う
）
と
呼
ば
れ
る
国
都
整
備
の
専
門
官
衙
が
加
わ
っ
て
い

⑥
る
。　

以
上
が
北
宋
末
年
に
至
る
ま
で
の
開
封
誠
修
築
の
大
体
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
後
周
諸
徳
ご
年
（
工
事
自
体
は
三
年
か
ら
開
始
）
の
外
城
修
築
以
来
、

煕
寧
と
元
鵜
年
間
の
大
改
築
を
除
き
、
国
都
の
外
観
が
大
変
貌
す
る
よ
う
な

改
修
は
施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
視
点
を
都
城
内
部
に
移
し
て
み
よ
う
。
一
体
、
唐
代
都
市
の
内
部

で
は
、
街
路
が
直
角
に
交
差
し
、
そ
れ
に
臨
ま
れ
た
区
域
（
坊
）
は
厚
い
垣

鰺
を
縄
ら
し
、
商
行
為
も
特
定
区
域
（
市
）
に
大
体
の
と
こ
ろ
限
定
さ
れ
て

　
⑦い

た
。
唐
初
に
は
、
こ
の
坊
制
市
制
が
厳
守
さ
れ
て
い
た
が
、
玄
宗
期
を
境

と
し
て
弛
緩
現
象
が
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
勢
の
周
睡
の
粛
正
を
突
き
崩
し
、

街
路
に
臨
ん
で
舎
屋
を
作
り
出
す
傾
向
が
そ
れ
で
、
こ
の
事
象
を
「
三
輪
」

と
呼
ん
だ
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
別
稿
で
論
じ
た
く
思
う
の
で
、

い
ま
は
簡
単
に
概
略
を
述
べ
る
に
山
ど
め
よ
・
り
。

　
唐
代
一
代
中
、
侵
街
舎
屋
は
、
大
率
、
官
府
に
察
知
さ
れ
次
第
、
た
だ
ち

に
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
代
後
事
の
開
封
に
於
い
て
は
、
事
情

が
異
な
る
。
修
築
の
初
め
か
ら
し
て
、
街
路
編
自
体
も
、
唐
長
安
域
に
比
す

と
か
な
り
狭
隆
で
、
最
大
編
の
も
の
で
亀
五
十
歩
で
あ
る
。
詔
令
で
は
、
街

路
の
前
側
に
さ
ら
に
各
々
一
割
ず
つ
の
自
由
使
用
を
黙
認
し
た
か
ら
、
実
際

の
街
路
輻
は
さ
ら
に
狭
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
街
路
の
実
体
が

か
な
り
変
化
し
て
き
た
こ
と
に
気
が
つ
く
。

　
宋
代
開
封
は
、
如
右
の
都
市
景
観
を
継
い
だ
わ
け
で
あ
る
。
宋
初
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
る
程
度
以
上
、
な
お
雲
叢
市
制
が
敷
か
れ
て
い
た
わ
け
で
、
覇
業
筆
屋
は

嚢
然
の
如
く
殿
折
対
象
と
な
っ
た
。
導
体
例
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
そ
の
侵

街
事
例
は
前
代
よ
り
頻
度
を
増
し
て
現
わ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
真
宗
仁

宗
期
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
坊
制
が
完
全
な
弛
廃
に
向
か
う
時

　
　
　
　
⑨

期
で
も
あ
り
、
両
肝
属
に
一
定
の
関
連
性
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
侵
街

例
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
垂
髪
扇
屋
を
尽
く
殿
撤
し
た
も
の
で
は
な
く
、
官

府
の
設
定
し
た
蓑
柱
木
ラ
イ
ン
外
に
在
る
も
の
だ
け
が
鍛
撤
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ラ
イ
ン
内
の
懸
屋
を
容
認
し
た
こ
と
か
ら
し
て
、
必
然

的
に
、
街
衛
に
臨
ん
で
少
な
か
ら
ざ
る
舎
屋
の
進
出
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

事
実
、
こ
の
時
期
、
根
当
数
の
臨
街
店
商
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
真
仁
宗
期

が
都
市
景
観
上
で
の
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
よ
う
。
勿
論
、
そ
の

転
換
は
一
時
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
潮
流
を
経
過
し
て
、

壷
漿
末
年
に
は
、
余
程
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
街
犠
の
侵
占
は
、
或
る
程
度

ま
で
黙
認
さ
れ
る
態
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
豪
勢
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
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の
が
、
多
く
の
都
市
繁
昌
記
が
活
写
す
る
新
し
い
都
市
空
間
、
す
な
わ
ち
、

街
衛
の
両
側
に
商
難
を
櫛
比
し
た
新
市
街
な
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
街
路
の
変
遷
、
も
し
く
は
そ
の
役
割
の
変
遷
は
、

あ
る
意
味
で
、
縫
会
制
度
の
変
遷
を
映
し
出
す
非
常
に
大
き
な
摺
標
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
、
話
を
北
宋
の
開
封
に
限
っ
て
雷
え
ぱ
、
末
期
に

至
っ
て
、
中
世
的
都
市
景
観
は
、
漸
く
そ
の
長
い
変
容
期
間
を
終
え
、
街
路

は
、
生
活
組
織
上
に
於
い
て
、
実
質
的
血
管
的
役
割
を
果
た
し
始
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
・
い
ま
か
ら
論
じ
よ
う
と
い
う
張
択
端
『
清
明
上
河
図
』
は
、
こ
う
し
た
長

い
都
市
景
観
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
北
朱
末
期
の
開
封
を
、
生
き
生
き
と

し
た
筆
致
で
猫
写
し
た
す
ぐ
れ
た
史
料
な
の
で
あ
る
。

二

　
さ
て
、
北
宋
末
期
の
都
市
景
観
を
知
る
手
掛
と
し
て
、
三
絶
端
の
『
清
関

　
　
⑩

上
河
図
』
は
極
め
て
よ
く
知
ら
れ
た
絵
画
史
料
で
あ
る
が
、
こ
の
図
面
に
つ

い
て
、
古
来
、
多
く
の
論
考
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
図
の
杓
容
は
、
北

宋
最
末
期
、
開
封
に
於
け
る
清
明
節
の
賑
わ
い
を
、
開
封
城
内
を
貫
流
す
る

　
　
　
　
　
　
⑪

沖
河
を
中
心
素
材
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
開
封
の
ど
の

地
域
を
描
い
た
も
の
か
、
ま
た
、
画
輻
の
中
心
に
位
濁
す
る
橋
は
何
橋
に
当

た
る
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
確
定
的
な
意
見
が
提
禺
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
討
議
に
、
美
術
界
．
文
学
界
の
人
々
ば
か
リ
ガ
参
画
し
て
い
る
こ

と
に
も
聞
題
が
あ
る
わ
け
で
、
現
実
の
開
封
の
地
理
と
は
全
く
か
け
離
れ
た

と
こ
ろ
で
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
だ
が
、
　
『
清
明
上
河
図
』
の

高
い
価
値
か
ら
考
え
れ
ば
、
捌
の
視
点
か
ら
の
考
察
も
不
可
欠
で
あ
る
と
思

わ
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
二
三
の
私
案
を
提
出
し
て
み
た
い
。

　
先
ず
、
『
清
明
上
河
図
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
之
う
。

　
『
清
明
上
河
図
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
葛
巻
は
、
現
在
、
世
界
各
地
に
多
数

現
存
し
て
い
る
。
古
原
宏
伸
氏
の
論
文
「
清
明
上
河
図
」
　
（
国
華
九
五
五
・

九
五
六
）
に
拠
れ
ば
、
田
本
に
は
十
四
点
の
作
品
が
残
さ
れ
て
お
り
、
台
北

に
十
点
、
ニ
ュ
L
ヨ
ー
ク
に
六
点
、
ロ
ソ
ド
ソ
に
四
点
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ー

グ
・
北
京
に
各
一
点
、
ほ
か
に
、
所
在
不
明
の
も
の
が
四
点
、
実
に
計
閥
十

一
点
が
数
え
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
の
作
晶
は
、
そ
の

部
分
が
劉
淵
臨
氏
の
『
清
虜
上
河
図
之
綜
合
研
究
』
　
（
一
九
六
九
年
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　
一
体
、
張
道
端
の
真
蹟
は
、
ど
の
図
と
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
我
国
に
於
い
て
は
売
戦
前
す
で
に
肉
加
藤
繁
氏
が
「
仇
英
筆
遣
幌
上
河
図

と
い
は
れ
る
図
巻
に
つ
い
て
」
（
『
支
那
学
雑
草
』
所
収
、
一
九
四
四
年
）
で
、

日
本
東
京
大
倉
集
古
館
に
収
蔵
す
る
伝
仇
含
煮
『
清
明
上
河
図
』
は
、
開
封

を
描
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
実
は
（
曙
代
の
蘇
州
を
作
画
対
象
と
㌧
て
い

る
こ
と
態
着
破
さ
れ
う
婁
乃
に
、
現
荘
、
　
『
清
明
上
河
餌
』
と
呼
ば
れ
て
い
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る
早
筆
の
う
ち
、
そ
の
多
く
は
、
必
ず
し
も
身
代
開
封
を
描
い
た
も
の
で
な

　
　
い
こ
と
も
正
し
く
指
摘
さ
れ
た
。

　
　
　
一
方
、
一
九
五
三
年
に
は
、
董
作
賓
氏
が
論
著
『
清
明
上
河
図
』
を
公
刊

　
　
さ
れ
、
シ
カ
ゴ
在
住
の
孟
義
仁
所
蔵
本
を
元
朝
秘
府
本
の
張
択
端
真
蹟
と
断

　
　
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
図
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
、
こ
れ
も
七
重
筆
の
も
の

　
　
と
同
じ
く
、
宋
開
封
を
描
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
結

　
　
局
、
こ
れ
は
仇
英
本
と
同
系
統
に
分
類
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
様
々
な
紆
余
麟
折
を
経
て
、
北
京
本
（
い
わ
ゆ
る
石
渠

　
　
宝
笈
三
篇
本
）
が
張
択
端
の
真
蹟
で
あ
る
と
す
る
説
が
最
も
妥
当
、
且
つ
説

　
　
得
力
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
那
志
良
氏
の
近
著
『
清
明
上
河
図
』

　
　
（
一
九
七
七
年
七
月
）
　
で
も
、
大
体
、
同
様
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る

　
　
（
同
書
十
七
頁
）
。
ま
た
、
旧
来
の
論
著
に
つ
い
て
い
え
ば
、
徐
邦
達
氏

剛休
　
　
「
清
明
上
河
図
的
初
歩
研
究
」
（
故
宮
博
物
院
刊
第
一
期
．
一
九
五
八
年
）
、

馳
鄭
振
鐸
氏
『
清
明
上
河
図
的
型
置
（
一
九
五
八
年
）
、
張
安
治
氏
震
択
端

糊
纈
地
響
簗
懲
齢
嚇
蕪
難

端
　
生
」
　
（
大
陸
雑
誌
三
九
巻
五
期
）
に
別
製
が
提
示
さ
れ
た
が
、
宝
笈
三
篇
本

択張
　
張
択
端
真
蹟
説
を
切
り
く
ず
す
程
の
説
得
力
に
は
欠
け
て
い
た
。

と脳
以
上
の
よ
う
な
轟
追
跡
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
以
下
に
藩
明
上
河
増

田
と
秀
場
合
は
・
全
て
北
京
宝
箋
篇
奮
指
す
こ
と
に
す
嫡

　
作
者
張
浜
端
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
こ
と
に
具
体
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

わ
か
っ
て
い
な
い
。
只
、
図
巻
の
末
に
、
金
大
定
丙
午
年
・
燕
上
張
著
の
践

文
が
存
在
す
る
。

　
　
　
翰
林
張
択
端
。
字
正
道
。
東
武
人
也
。
幼
読
書
。
遊
学
於
京
師
。
後

　
　
習
絵
事
。
本
工
其
界
画
。
尤
藤
崎
舟
車
市
橋
郭
径
。
別
成
家
数
也
。
按

　
　
向
氏
評
論
画
記
云
。
西
湖
仮
葬
図
。
清
明
上
河
図
。
選
入
神
品
。
蔵
者

　
　
宜
宝
之
。

　
こ
の
文
章
が
張
択
端
に
関
す
る
唯
一
の
材
料
で
あ
る
。
劉
淵
臨
氏
は
、
前

掲
論
著
で
、
選
択
端
を
金
人
と
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
は
、
生
卒
年
を

各
々
西
暦
一
〇
八
五
年
頃
と
二
四
五
年
頃
と
す
る
、
鄭
振
鐸
氏
の
張
択
端

黒
人
説
に
従
っ
て
置
き
た
い
。

　
さ
て
、
図
巻
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
導
出
の
ど
の
地
域
だ
ろ
う
か
。
大

体
、
そ
の
主
な
判
断
材
料
と
な
る
要
素
は
二
個
所
存
在
す
る
。
図
巻
中
の
橋

と
楼
門
（
こ
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
検
討
す
る
）
の
二
部
分
が
そ
れ

で
あ
る
。
図
巻
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
河
水
を
沐
河
と
見
な
す
の
は
、
先
ず

大
前
提
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
図
の
橋
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
沐

河
上
に
架
せ
ら
れ
た
橋
で
あ
る
筈
だ
。
い
ま
、
　
『
東
京
夢
華
録
』
巻
一
・
河

道
の
条
を
検
す
る
と
、

　
　
　
…
…
中
日
汁
河
。
自
西
京
洛
口
分
水
入
京
城
。
東
去
至
洒
州
入
営
。
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朱代開封と張択端『清明上河図』　（木田）

　
運
東
南
之
糧
。
凡
東
南
方
物
。
自
此
入
京
域
。
公
私
仰
給
焉
。
自
署
水

　
　
門
外
七
里
至
西
水
門
外
。
河
上
有
繋
十
三
。
従
東
水
門
外
七
里
日
電
橋
。

　
　
露
橋
無
爵
。
皆
以
巨
木
虚
架
。
忍
野
単
襲
。
宛
如
飛
虹
。
其
上
下
土
橋

　
　
亦
如
之
。
次
日
並
成
倉
橋
。
入
水
門
千
日
便
橋
。
次
日
下
土
橋
。
累
日

　
　
上
土
橋
。
投
西
角
子
門
日
相
国
寺
橋
。
次
日
記
橋
。
正
対
於
大
内
御
階

　
　
云
云
。

と
見
え
、
開
封
を
貫
く
沐
河
に
は
、
計
十
三
の
橋
が
架
け
ら
れ
、
そ
の
内
、

「
虹
橋
」
　
「
下
土
橋
」
　
「
上
土
橋
」
の
三
橋
は
支
柱
が
無
く
、
巨
木
で
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
げ
ら
れ
た
特
殊
な
飛
橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
図
の
橋
は
、
こ
の

三
橋
の
内
の
い
ず
れ
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
従
来
の
説
で
は
、
　
「
虹

　
　
　
　
　
　
　
⑮

橋
」
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
禺
玉
氏
が
論
文
「
『
湾
明
上
河
図
』
画

　
　
　
　
　
⑯

砂
美
聯
露
橋
P
」
に
於
い
て
、
こ
の
橋
を
「
下
土
橋
」
と
断
ぜ
ら
れ
、
旧
説

を
否
定
さ
れ
た
。

　
ほ
か
に
、
い
ま
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
橋
を
「
上
土
橋
」
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
。
順
に
、
こ
の
三
案
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
図
巻
の
壁
頭
は
、
瀟
々
た
る
田
園
風
景
を
以
て
始
ま
る
。
橋
は
、
こ
の
巻

頭
の
風
景
と
楼
門
と
の
間
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
三
組
の
図
柄
を
描

写
地
域
の
判
断
材
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
図
∬
は
、
徐
邦
達
氏
前

掲
論
文
に
引
用
さ
れ
た
汁
河
図
の
必
要
部
分
だ
け
を
忠
実
に
拡
大
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
先
ず
、
橋
を
「
虚
無
」
と
見
る
案
。
こ
の
案
で
は
、
巻
頭
の
う
ら
寂
れ
た

光
景
は
「
虹
橋
」
　
の
東
側
、
外
編
の
か
な
り
東
辺
に
位
置
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
点
で
は
辻
褄
が
合
う
。
し
か
し
、
先
の
『
東
京
夢
話
録
』
の
記
述

中
に
は
、
　
「
東
水
門
外
よ
り
七
里
を
馬
橋
と
い
う
」
と
あ
り
、
外
城
か
ら
七

里
（
約
三
・
五
キ
揖
メ
ー
ト
ル
）
離
れ
た
断
に
「
虹
橋
」
が
位
置
し
て
い
た

と
あ
る
。
ま
た
、
旧
来
の
「
虹
橋
」
説
で
は
、
左
手
の
楼
門
を
、
全
て
東
水

門
と
見
な
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
『
東
京
夢
華
録
』
巻
一
・
葉
京
外
城
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
　
…
…
東
芝
一
辺
。
其
亀
有
四
。
東
南
日
東
水
門
。
乃
沖
融
下
流
水
門

　
　
也
。
其
門
跨
河
。
有
意
嚢
窃
門
。
遇
夜
如
聞
垂
下
水
面
。
両
岸
各
有
門
。

　
　
通
人
行
路
云
云
。

と
あ
る
の
に
、
全
く
適
合
し
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
質
問
に
位
置
し
て
い
る

筈
の
順
成
禽
橋
も
図
に
見
い
出
さ
れ
ず
、
順
成
倉
自
体
も
描
か
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
、
幾
つ
か
の
矛
盾
点
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
仮
り
に
、
楼
門

を
東
水
門
で
な
い
と
し
て
も
、
外
城
七
里
外
に
在
る
「
虹
橋
」
を
、
繁
華
な

街
衝
と
一
緒
に
一
巻
の
画
編
の
な
か
で
し
っ
く
り
整
合
的
に
考
え
る
こ
と
は
、

や
は
り
、
極
め
て
難
し
い
。

　
第
二
案
は
、
点
画
氏
の
言
う
よ
う
に
、
図
の
橋
を
「
下
土
橋
」
と
考
え
る

案
で
あ
る
。
巻
頭
の
光
景
は
、
当
然
、
外
域
内
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
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が
、
面
癖
末
期
に
は
、
城
内
の
空
閑
地
は
残
り
少
な
く
、
極
度
に
宅
地
化
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

進
行
し
て
い
た
わ
け
で
、
か
か
る
瀦
寂
た
る
田
園
風
景
が
外
城
内
都
に
存
在

し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
容
易
に
是
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
禺
玉
総
は
、

瀬
上
の
楼
門
（
禺
玉
琉
の
原
文
に
は
、
　
「
城
門
」
と
な
っ
て
い
る
）
を
角
門

⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

子
に
当
て
、
　
「
上
土
橋
」
は
角
転
子
の
内
側
に
在
る
筈
だ
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
説
に
は
、
重
大
な
誤
認
が
あ
る
。
　
『
東
京
夢
華
録
』
巻
一
・
河

道
に
は
、
角
愛
子
の
前
後
を
説
関
し
て
、

　
　
　
入
水
門
裏
日
並
橋
。
次
日
下
土
橋
。
次
日
上
土
橋
。
投
西
角
子
門
屋

　
　
相
国
寺
橋
云
云
。
（
「
西
角
子
門
」
は
「
東
角
子
門
」
の
誤
り
で
あ
る
）

と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
下
土
橋
」
と
「
上
土
橋
」
は
内
城
の
外
側
に

位
麗
し
、
汁
河
は
東
角
門
子
鼠
褒
」
じ
、
内
城
の
内
側
に
入
・
て
初
め

て
の
橋
を
相
国
寺
橋
と
云
う
と
記
述
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
「
投
」
字
は

「
進
入
す
る
」
の
義
で
、
角
長
子
は
、
沐
河
を
通
わ
せ
る
水
門
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
図
に
描
か
れ
た
門
は
水
門
で
な
い
か
ら
、
つ
ま
り
、
角
門

扉
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
角
門
子
は
内
城
壁
に

敷
設
さ
れ
た
門
で
あ
る
か
ら
、
図
の
如
く
、
城
壁
を
持
た
ず
独
立
し
た
門
を

角
門
子
と
考
え
る
こ
と
は
、
愈
々
困
難
と
な
る
。

　
北
宋
末
期
に
は
、
重
壁
の
一
部
に
、
す
で
に
崩
壌
が
始
ま
っ
て
い
た
と
見

　
　
　
　
　
　
⑳

る
向
き
も
あ
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
末
期
に
至
る
ま
で
修
城
工
事
は
ひ

き
続
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
金
人
上
置
の
際
に
も
重
大
な
損
壊
は
被
ら
な
か

っ
た
の
で
、
図
巻
の
門
を
「
城
門
」
と
呼
ぶ
こ
と
自
体
に
も
問
題
が
あ
る
。

門
に
つ
い
て
続
け
て
考
え
る
前
に
、
先
ず
、
斯
斯
・
橋
・
城
門
（
水
門
）
の

位
置
関
係
を
示
そ
う
。
図
H
が
私
案
の
沖
河
図
で
あ
る
。
水
流
は
西
か
ら
東

へ
向
か
っ
て
お
り
、
図
巻
の
描
写
は
東
か
ら
爾
に
進
ん
で
い
る
。
外
城
の
西

壁
、
沐
河
上
流
水
門
（
西
水
門
）
も
、
宣
沢
水
門
と
大
軍
水
門
の
二
つ
に
分

　
　
　
　
㊧

か
れ
て
い
る
。
東
水
門
・
西
水
門
の
こ
う
し
た
構
造
は
、
沐
河
を
航
行
す
る

多
く
の
船
舶
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
き
交
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
水

国
側
に
つ
い
て
は
、
長
編
巻
八
○
・
大
中
祥
符
六
年
五
月
辛
丑
の
条
に
、
建

安
軍
が
鋳
し
た
玉
山
・
工
臨
・
太
祖
・
太
宗
の
尊
像
を
都
に
迎
え
入
れ
る
際

の
記
事
が
見
え
る
が
、
そ
の
文
に
、

　
　
　
…
…
遣
迎
奉
大
礼
使
王
旦
詣
癒
天
府
酌
献
。
奏
青
詞
。
宗
室
至
故
駅
。

　
　
群
臣
至
通
津
門
奉
迎
云
々
。

と
あ
り
、
ま
た
、
同
書
巻
縮
〇
三
・
元
豊
三
年
三
月
五
経
の
条
に
う

　
　
　
都
大
愚
三
厩
洛
通
汁
呈
露
用
面
隠
。
近
欄
州
終
曲
。
堆
探
食
貨
。
本

　
　
司
承
認
船
価
。
将
欲
至
京
。
乞
以
通
津
水
門
外
順
丸
焼
為
堆
発
揚
。
律

　
　
之
。

と
あ
る
の
を
参
考
に
す
れ
ば
、
城
内
へ
の
進
入
ラ
イ
ン
用
に
は
通
津
水
門
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

下
行
ラ
イ
ン
用
に
は
上
善
水
門
が
各
々
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
外
城
の
東
嶺
の
内
側
に
は
、
　
「
便
坐
」
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
便
宜
的
に
架
設
さ
れ
た
橋
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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宋代開封と張択端『溶明上河図』　（木田）

　
以
上
、
図
巻
中
の
橋
を
「
下
土
橋
」
と
考
え
る
禺
玉
氏
の
案
は
、
納
得
し

か
ね
る
案
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
　
「
上
土
橋
」
も
形
状
は
飛
躍
（
紫
野
）
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、
図
の
橋
を
「
上
土
橋
」
と
す
る
こ
と
も
、
一
塔
、
可
能
と
さ
れ

る
。
だ
が
、
こ
の
案
だ
と
、
巻
頭
の
田
園
風
景
を
「
上
土
橋
」
と
「
下
土

橋
」
の
間
、
す
な
わ
ち
、
外
城
の
内
側
、
そ
れ
も
か
な
り
内
城
写
り
の
位
置

に
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
、
禺
玉
氏
の
案
以
上
に
豪
を
得
な
い
案
と

見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
、
『
清
明
上
河
心
』
に
描
か
れ
た
や
ま
場
の
一
つ
、
飛
橋
は
「
虹
橋
」

に
も
「
下
土
橋
」
に
も
、
さ
ら
に
は
「
上
土
橋
」
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

条
件
を
持
た
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
、
図
中
に
は
、
幾
つ
か
の
文
字
が
見
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
採
録
す

る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
一
、
　
「
十
千
黒
影
」
、
そ
の
潜
板
に
「
天
之
美
禄
」
「
新
酒
」
と
見
え
る
。

　
　
一
、
　
「
劉
家
上
履
沈
欝
棟
香
」

　
　
一
、
「
飲
子
」

　
　
一
、
占
師
の
店
先
に
、
　
「
神
課
」
　
「
看
命
」
　
「
決
疑
」

　
　
一
、
「
孫
羊
雲
」

　
　
一
、
　
「
孫
家
正
店
」

　
　
一
、
　
「
李
家
輸
売
上
…
…
」

一
、
　
「
久
住
王
員
外
家
」

一
、
　
「
楊
家
応
症
…
…
」

一、

@
「
王
家
羅
錦
欝
欝
鋪
」

一、

@
「
趙
太
丞
家
」
、
そ
の
潜
板
に
「
不
労
山
蛭
…
…
」

方
集
建
干
」
　
「
大
理
中
丸
口
器
南
口
」

一
、
　
「
解
」
　
（
解
庫
の
意
味
で
あ
る
）

一
、
「
小
酒
」

一
、
　
「
王
家
…
…
」

「
治
酒
所
傷
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

こ
れ
ら
の
文
字
の
い
ず
れ
も
『
東
京
夢
華
録
』
等
の
記
事
と
照
応
せ
ず
、
具

体
的
な
位
置
を
比
定
し
得
る
材
料
と
は
な
り
得
な
い
。

　
先
に
、
図
巻
中
の
門
を
「
城
門
」
と
す
る
不
自
然
に
つ
い
て
こ
曝
し
た
。

「
城
門
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
城
壁
を
連
ね
て
い
る
筈
だ
が
、
図
に
は
全
く
現

れ
て
い
な
い
。
仮
り
に
譲
歩
し
て
、
北
宋
末
期
当
時
、
城
壁
が
す
で
に
殿
損

し
始
め
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
痕
跡
も
窺
え
な
い
の
は
ど
う
考
え
た
ら
よ

い
の
か
。
門
自
体
か
ら
も
衰
廃
過
程
に
あ
る
様
子
は
、
全
く
見
て
取
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
を
「
城
門
」
と
考
え
る
と
、
国
都
開
封
の
「
城
門
」
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
ま
り
に
も
貧
弱
で
あ
る
と
思
う
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
い

ま
、
こ
の
門
を
「
鼓
楼
」
　
（
あ
る
い
は
「
鐘
楼
」
）
の
一
種
と
考
え
た
ら
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
図
の
門
を
観
察
す
る
と
、
内
部
に
鼓
が
一
綱
見
え
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
れ
が
、
判
断
の
一
材
料
と
な
る
。
し
か
し
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
一
歩
後
過
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し
て
「
楼
門
」
と
呼
ん
で
置
く
の
が
一
番
に
無
難
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
と

も
か
く
も
、
　
「
城
門
」
と
考
え
る
の
が
誤
り
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
よ
う
。

　
図
像
中
の
飛
橋
と
楼
門
、
及
び
着
板
等
の
文
字
か
ら
も
、
巻
頭
の
田
園
風

景
か
ら
も
、
開
封
の
ど
の
地
域
で
あ
る
か
が
確
定
し
得
る
よ
う
な
手
掛
は
な

い
。
で
は
、
こ
の
張
択
端
『
清
明
上
河
図
蝕
は
、
一
体
、
ど
う
捉
え
た
ら
よ

い
の
か
。
結
論
を
先
に
言
う
と
、
こ
の
図
巻
は
、
張
択
端
の
描
い
た
一
種
の

「
胸
中
丘
整
」
で
あ
る
と
思
う
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
図
巻
が
全
く
の
想

像
だ
け
か
ら
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
必
ず
し
も
意
味
す
る
わ
け
で

は
な
い
。

　
こ
の
図
南
が
、
極
め
て
完
成
度
の
高
い
リ
ア
リ
ズ
ム
の
筆
致
で
以
て
描
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

出
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
衆
員
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
橋
の
描
写
の

精
緻
さ
は
、
力
学
的
に
も
正
確
で
あ
る
こ
と
、
近
年
、
橋
梁
工
学
の
立
場
か

　
　
　
　
　
　
⑳

ら
も
立
証
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
曙
封
城
陥
落
以
前
、
張
択
端
は
開
封
の
様

々
な
場
面
の
下
絵
を
、
丹
念
に
幾
枚
も
描
き
貯
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
下
絵
は
、
現
実
の
光
景
と
引
き
較
べ
ら
れ
、
何
度
も
描
き
改

め
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
開
封
が
金
蓮
の
支
配
下
に
属
し
て
も
、
張
択
端
は
、
自

己
の
下
絵
を
修
正
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
本
図
を
よ
り
完
壁
に
す
る
た
め
、

か
な
り
自
由
に
、
当
該
の
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
状
況
下
で
、
開
封
の
多
様
な
地
域
場
面
が
、
張
雪
意
の
天
才
に
よ
っ
て

一
巻
の
紙
帳
の
中
に
凝
縮
し
、
絵
画
的
な
位
置
を
与
え
ら
れ
、
延
い
て
は
、

具
体
的
な
位
「
置
関
係
を
持
っ
た
も
の
と
の
印
象
を
与
え
る
に
至
っ
た
。
従
っ

て
、
図
に
錨
か
れ
た
飛
橋
は
、
　
「
虹
橋
」
　
「
下
土
橋
」
　
「
上
土
橋
」
三
橋
の

う
ち
、
い
ず
れ
の
橋
と
も
断
定
で
き
ず
、
も
と
も
と
断
定
自
体
、
あ
ま
り
意

味
の
有
る
こ
と
で
は
な
く
な
る
。

三

　
寒
国
端
は
、
開
封
の
メ
イ
ン
シ
ン
ボ
ル
た
る
運
河
の
描
写
を
以
て
そ
の
筆

を
起
こ
し
た
。
ま
こ
と
に
、
美
審
な
導
入
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
ば

ら
く
、
操
船
の
喧
燥
・
曳
航
・
漕
央
等
の
点
猫
が
続
き
、
飛
橋
の
シ
ー
ン
で

図
巻
前
半
部
の
一
つ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
形
成
す
る
。
続
い
て
、
作
者
の

胸
中
に
は
、
開
封
域
市
中
の
商
学
・
大
道
演
芸
の
般
賑
ぶ
り
を
描
写
す
る
意

図
が
兆
し
た
。
事
実
、
場
面
は
転
じ
、
汁
河
が
画
幅
の
上
手
に
消
え
去
り
、

画
の
重
点
は
賑
わ
う
街
摘
の
活
写
へ
と
移
行
を
遂
げ
る
。
幾
つ
か
の
酒
…
楼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

（
正
店
・
脚
店
）
・
茶
坊
・
鷹
隷
、
生
き
生
き
と
し
た
人
物
群
等
々
、
作
者

の
力
量
を
充
分
に
知
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
開
封
の
最
も

繁
墓
・
な
地
区
、
亭
号
街
∵
馬
行
街
辺
の
風
景
が
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
私
営
込

め
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
最
後
に
シ
ー
ン
は
楼
門
と
十
字
街
頭
の
シ
ー

ン
で
大
き
な
や
ま
を
迎
え
る
が
、
画
は
少
し
ば
か
り
の
街
路
の
描
写
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
。
観
る
者
に
、
一
応
に
、
突
然
の
休
止
、
と
い
っ
た
印
象
を
与
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口碑開封と張択端『清明上河図』　（木国）

え
る
の
は
、
こ
の
図
巻
が
、
元
来
、
さ
ら
に
鰯
雲
か
の
画
幅
を
擁
し
て
い
た

こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
。
後
半
の
作
画
内
容
を
想
像
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し

い
が
、
御
街
に
当
た
る
「
州
橋
」
か
、
あ
る
い
は
、
可
能
性
が
か
な
り
薄
く

な
る
が
、
　
「
金
閣
池
」
辺
が
最
大
の
ク
ラ
イ
マ
ヅ
ク
ス
と
し
て
描
か
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
㊧

た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
臆
測
の
域
を
出
な
い
。

む

す

び

　
張
択
端
『
清
明
上
河
図
』
は
、
卓
絶
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
眼
を
通
し
て
描

か
れ
た
、
優
れ
た
美
術
作
品
で
あ
る
。
内
容
は
、
度
重
な
る
デ
ッ
サ
ン
を
経

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
時
代
性
や
雰
囲
気
は
正
し
く
写
し
取
ら
れ
て
い
る
と

し
て
よ
い
。
藤
巻
申
に
は
、
地
域
を
明
示
す
る
決
め
手
材
料
は
無
い
わ
け
だ

が
、
北
宋
最
末
期
の
開
封
の
都
市
景
観
を
想
像
す
る
材
料
と
し
て
、
無
類
の

価
値
を
持
．
つ
た
も
の
と
言
い
得
る
。

　
図
巻
の
三
橋
の
シ
ー
ン
と
、
後
半
部
に
あ
る
十
宇
街
頭
の
描
写
か
ら
は
、

北
宋
末
期
に
於
け
る
開
封
城
内
の
街
路
の
様
子
が
極
め
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に

窺
い
得
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
侵
街
傾
向
が
一
層
進
み
、
橋
上
に
ま
で
と
こ
ろ

狭
し
と
店
躍
が
立
ち
並
び
、
一
方
、
街
路
の
両
側
に
も
、
櫛
比
し
た
多
く
の

店
黙
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
街
路
の
景
観
は
、
北
宋
中
期
以
降
に
徐
々

に
形
成
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
新
し
い
街
路
の
変
容
過
程
と
そ
の
実

態
に
は
、
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が
少
く
な
い
。
今
後
、
都
市
商
業
と
闘
平
し

て
、
そ
の
背
景
や
ら
問
題
点
が
よ
り
一
層
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
　
こ
こ
で
は
、
先
ず
、
後
周
愚
蒙
の
史
料
を
引
こ
う
。
　
『
五
代
会
要
』
巻
二
六
・

　
城
郭
、

　
　
顕
徳
二
年
腿
月
。
詔
日
。
惟
王
二
二
。
二
日
京
師
。
度
地
生
斑
。
固
有
前
刷
。

　
東
京
華
夷
輻
襲
。
水
陵
会
通
。
時
向
隆
平
。
日
増
繁
盛
。
而
都
城
因
暇
。
舗
度
未

　
恢
。
諸
衛
軍
営
。
或
羅
馬
狭
。
百
司
公
署
。
無
処
酷
暑
。
監
理
坊
市
之
中
。
邸
店

　
有
限
。
工
商
外
至
。
絡
繰
無
窮
。
俄
賃
之
資
。
増
添
不
定
。
貧
乏
之
戸
。
供
弁
実

　
難
。
而
又
屋
宇
交
連
。
街
筒
漱
隆
。
入
朝
有
暑
湿
之
苦
。
居
常
多
煙
火
之
憂
。

　
将
便
公
私
。
、
須
広
都
邑
。
宣
令
所
司
於
京
城
四
面
。
別
築
羅
城
。
先
立
標
識
。

　
候
将
来
冬
来
春
初
農
務
間
晴
。
即
愚
盲
近
旬
人
夫
。
漸
次
修
築
。
春
作
縫
動
。

　
便
船
放
散
。
或
土
壁
未
畢
。
即
次
年
修
築
。
今
後
凡
有
常
重
工
興
竈
竈
井
草
市
。

　
並
須
去
標
識
七
里
外
。
其
標
識
内
。
候
官
中
勢
画
。
定
軍
営
街
巷
倉
揚
諸
司
公
解

　
院
務
了
。
即
任
百
姓
営
造
。
　
（
光
緒
十
二
年
江
蘇
自
局
刊
本
に
拠
る
）

　
　
ま
た
、
　
『
玉
壷
叢
話
渦
巻
三
か
ら
も
、
後
周
一
宗
自
身
も
商
業
立
地
に
腐
心
し

　
て
い
た
様
子
が
麿
取
で
き
る
。

　
　
周
世
宗
顕
徳
中
。
遣
周
景
大
溶
泳
口
。
又
自
鄭
州
謬
郭
西
濠
達
中
牟
。
景
心
知

　
泳
口
既
溶
。
舟
幟
無
璽
。
将
有
潅
漸
巨
商
貿
糧
鰭
斑
万
貨
。
臨
淋
無
業
泊
沼
地
。

　
課
世
宗
乞
令
許
京
城
晟
士
爵
空
陸
柳
・
露
台
謝
。
以
為
都
会
之
壮
。
世
羅
許
之
。

　
景
率
先
応
詔
。
鋸
導
流
中
出
。
起
巨
楼
十
二
間
。
年
盛
斤
。
世
宗
麟
酪
過
。
悶
問

　
之
。
知
景
所
造
。
顧
喜
賜
酒
。
麟
其
工
。
不
悟
其
規
利
也
。
景
後
遜
鍾
貨
於
楼
。

　
山
稜
波
委
。
歳
入
数
万
計
。
今
玉
書
存
。
　
（
知
不
足
斎
叢
書
本
）

　
　
な
お
、
文
中
の
「
巨
楼
十
二
間
」
は
、
『
用
水
燕
談
録
』
巻
九
（
知
不
足
斎
叢

　
書
本
）
、
『
東
京
雲
華
録
隔
巻
二
・
宣
苫
葺
前
省
府
二
月
に
従
え
ば
「
十
三
間
」
。

②
陳
元
畿
撰
。
宋
末
か
元
初
に
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
一
種
の
類
書
。
い
ま
、
こ
こ

　
で
は
、
元
禄
十
二
年
刊
本
に
拠
っ
た
。

③
『
素
躍
』
巻
九
四
・
河
渠
志
四
・
京
畿
影
野
、
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元
盤
五
年
（
十
二
月
甲
子
。
　
『
三
三
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
三
一
に
拠
る
。
以

　
下
、
長
編
と
略
称
す
）
。
詔
開
在
京
域
濠
。
闊
五
十
歩
。
深
一
難
五
尺
。
地
脈
不

　
及
者
至
泉
止
。

　
　
実
は
、
城
濠
（
護
龍
河
）
の
闊
さ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
載
が
一
定
で
な
い
。

　
長
編
巻
網
二
八
・
元
祐
四
年
五
月
丁
酉
条
の
鞄
祖
禺
の
上
奏
文
に
は
、

　
　
…
…
臣
聞
。
開
濠
深
一
丈
五
尺
。
閥
二
百
五
十
一
歩
。
広
軌
沸
河
三
倍
。
自
古

　
未
聞
有
此
蛭
藻
也
。
…
…
臣
濁
乱
降
指
揮
。
…
…
其
壕
広
忌
屋
三
分
論
客
。
…
…

　
不
聴
。

　
と
見
え
、
一
方
、
『
東
京
夢
解
録
』
巻
マ
東
都
外
城
に
は
、

　
　
…
…
域
濠
日
護
龍
河
。
闊
十
余
丈
。
濠
之
内
外
。
皆
植
楊
柳
。
粉
踏
葦
戸
。
禁

　
人
往
来
。
と
あ
る
。

④
　
方
城
（
す
な
わ
ち
直
門
）
は
、
真
直
に
毘
入
で
き
る
正
門
の
こ
と
で
、
新
城
の

　
門
の
う
ち
、
南
薫
門
・
新
來
門
　
（
朝
陽
門
）
・
新
郷
門
　
（
順
天
門
）
・
新
封
郵
門

　
（
景
陽
門
）
　
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
『
事
林
広
記
』
掲
載
図
に
は
、
漸
封
邸
門
で
は

　
な
く
、
新
酸
擾
門
が
直
門
と
見
え
て
い
る
が
、
　
『
東
京
夢
華
録
』
巻
一
・
爽
京
外

　
城
、
の
条
に
従
う
。

　
　
甕
域
は
城
壁
に
設
け
ら
れ
た
本
門
の
外
に
、
さ
ら
に
半
円
形
の
塁
壁
を
張
り
幽

　
し
、
侵
入
を
観
世
な
ら
し
め
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
形
状
か
ら
月
城
と

　
も
呼
ば
れ
る
。
外
敵
防
禦
が
霊
目
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
は
、
我
国
域
郭
建
築

　
中
の
桝
形
に
縮
当
す
る
。
加
藤
繁
「
北
方
の
都
市
特
に
そ
の
城
郭
に
つ
い
て
」
及

　
び
「
城
’
郭
の
話
」
（
い
ず
れ
も
『
支
那
学
雑
草
』
隣
収
）
参
照
。

　
　
な
お
、
長
編
巻
四
二
八
・
元
祐
四
年
五
月
丁
西
、
萢
一
種
の
上
奏
に
は
、

　
　
…
…
又
京
城
外
門
。
正
門
即
方
城
。
里
門
郡
為
髭
城
。
其
外
門
川
用
純
鉄
裂

　
之
。
此
祖
宗
縛
所
無
有
也
。
甕
城
議
論
誠
之
舗
。
雰
所
以
施
京
師
。

　
と
見
え
て
い
る
。

　
　
そ
の
他
、
城
壁
上
に
、
｝
定
の
間
隔
（
百
歩
）
を
お
い
て
、
這
い
上
が
る
敵
を

　
側
面
か
ら
攻
撃
す
る
防
禦
設
備
、
馬
面
及
び
戦
棚
が
設
澱
さ
れ
た
。
　
『
東
京
夢
華

　
録
』
巻
一
・
東
都
外
城
。

⑤
　
　
『
宋
史
臨
巻
一
六
二
・
職
…
官
・
・
二
・
　
副
司
使
戸
部
修
造
案
の
条
、
農
書
巻
一
六
五

　
・
職
宮
五
・
将
作
監
の
条
。

⑥
長
編
巻
三
〇
〇
・
凝
固
二
年
九
月
丙
子
の
条
に
、

　
　
修
完
京
城
所
訪
。
賃
官
地
蒼
蝿
。
与
民
営
麹
市
。
収
其
租
。
日
置
藩
府
糖
度
。

　
乞
如
其
請
。
従
之
。

　
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
修
完
京
城
所
は
か
な
り
多
様
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
よ
う

　
だ
。

⑦
加
藤
繁
「
宋
代
に
於
け
る
都
市
の
発
達
に
就
い
て
」
（
『
支
那
経
済
史
考
謹
』
上

　
巻
所
収
）
参
照
。
加
藤
氏
は
、
こ
の
論
文
で
、
唐
代
に
於
け
る
都
市
の
店
羅
は
全

　
て
、
こ
の
市
区
に
蝟
集
さ
れ
て
お
り
、
他
坊
に
は
開
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
断

　
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
古
く
よ
り
坊
に
も
店
難
が
開
設
さ
れ
る
例
が
有
っ
た
だ
ろ

　
う
こ
と
は
、
す
で
に
、
那
波
利
貞
氏
に
よ
っ
て
推
論
さ
れ
（
「
都
市
の
発
達
と
庶

　
民
生
活
の
向
上
」
、
『
東
洋
文
化
史
大
系
・
朱
元
晴
代
』
所
収
）
、
近
年
、
佐
藤
武

　
敏
氏
（
「
唐
代
の
市
章
と
行
」
東
洋
史
研
究
二
五
の
三
）
・
日
野
開
三
郎
氏
（
『
唐

　
代
邸
店
の
研
究
』
）
に
よ
っ
て
確
証
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑧
　
い
ま
は
注
⑦
に
ひ
く
加
藤
繁
氏
論
文
の
旧
説
に
従
う
。
な
お
、
梅
原
郁
氏
の

　
「
宋
代
の
開
封
と
都
市
制
度
」
（
『
諸
陵
史
学
』
三
・
四
合
併
弩
）
に
は
、
加
藤
説

　
へ
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

⑨
注
⑦
に
引
く
加
藤
論
文
参
照
。

⑩
上
河
図
の
「
上
」
は
、
現
代
中
鯛
語
で
「
上
郷
消
去
」
と
い
う
時
の
「
上
」
に

　
相
当
し
、
結
局
、
沐
水
上
游
の
意
で
あ
る
と
量
う
。
藏
華
雲
氏
「
談
清
明
上
河

　
閣
」
　
（
文
物
参
敬
資
料
一
九
五
四
年
第
…
期
）
参
照
。

⑪
　
汁
河
の
南
側
か
ら
北
側
を
見
た
臨
書
で
あ
る
。

⑫
劉
氏
案
に
対
し
て
、
強
硬
な
反
論
が
出
た
。
翁
同
文
氏
「
論
清
明
易
簡
図
是
明

　
代
慕
本
」
（
大
陸
雑
誌
三
九
巻
五
期
、
…
九
六
九
年
）
。
劉
疑
が
張
択
端
真
筆
と
し

　
た
『
清
明
易
三
図
瞼
は
明
代
の
纂
本
に
過
ぎ
な
い
、
と
の
反
論
で
、
正
編
を
鮒
て
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宋代開封と張択端『清墾上河図』　（木田）

　
い
る
と
思
う
。

⑬
　
原
図
は
、
長
さ
五
・
二
五
メ
ー
ト
ル
、
縦
幅
二
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
図
巻

　
で
あ
る
。

⑭
　
虹
橋
は
、
一
7
5
来
、
支
柱
を
持
た
ぬ
橋
を
、
そ
の
形
状
か
ら
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
普
通

　
名
詞
で
あ
る
。
　
『
瀧
水
燕
鬼
録
』
巻
八
（
知
不
足
斎
叢
書
本
）
、

　
　
青
州
域
霊
四
南
皆
困
由
門
。
中
貫
洋
水
。
限
為
二
滅
韻
。
先
時
跨
の
小
聖
悩
柱
為
橋
。
毎
至
六

　
七
月
間
。
山
水
暴
蔽
。
水
生
柱
闘
。
率
常
壊
橋
。
州
法
叢
生
。
明
道
中
。
夏
英
公

　
守
青
。
思
有
以
揮
之
。
会
得
牢
域
腰
輿
有
智
思
。
畳
巨
石
固
其
岸
。
取
大
木
数
十

　
相
貫
。
架
為
飛
橋
。
無
柱
。
至
難
五
十
余
年
。
橋
不
壊
。
慶
事
中
。
陳
希
亮
守

　
宿
。
以
解
髪
壊
。
率
国
損
官
舟
華
人
。
乃
命
法
奢
州
所
作
飛
橋
。
至
今
扮
汁
皆
飛

　
橋
。
為
往
来
之
利
。
嘉
日
懸
橋
。

　
　
開
封
に
於
い
て
は
、
長
編
巻
八
九
・
天
確
元
年
春
正
月
壬
戌
の
条
に
、

　
　
先
疑
。
内
殿
雷
撃
魏
化
基
言
。
源
水
雷
激
。
多
因
橋
柱
韓
藍
。
遂
献
無
膵
橋

　
式
。
編
木
為
之
。
釘
貫
其
中
。
詔
化
基
与
八
作
司
営
造
。
至
是
三
法
度
所
費
功
鍮

　
三
倍
。
乃
蛮
罷
之
。

　
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
淋
水
で
の
飛
橋
の
架
設
は
天
諮
年
間
以
降
の
こ
と
と
な
る
。

⑯
麟
氏
・
徐
氏
・
郷
氏
・
張
氏
、
い
ず
れ
も
、
閣
申
の
橋
を
「
虹
橋
」
と
さ
れ
て

　
い
る
。

⑯
　
騨
云
批
難
双
録
第
四
盤
樋
所
日
収
、
　
一
九
六
四
年
。

（
◎
　
宋
会
要
離
瓢
輪
・
方
域
一
・
東
京
（
同
書
方
三
三
・
東
京
雑
録
を
も
参
照
）
に
拠

　
る
と
、

　
　
東
五
門
。
南
目
上
善
。
汁
河
東
水
門
。
太
平
興
国
四
年
九
月
。
賜
名
。
次
北
日

　
通
津
。
淋
河
東
水
門
。
太
平
興
圏
四
年
九
月
。
単
名
通
津
。
天
津
初
。
改
広
津
。

　
後
復
今
名
云
云
。

　
と
あ
り
、
東
水
門
と
は
、
上
食
水
門
・
通
津
水
門
の
総
称
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

　
わ
か
る
。

⑱
　
朱
会
要
輯
稿
・
方
域
四
・
第
宅
・
宣
和
二
年
十
月
二
十
八
臼
、
翁
賊
心
の
奏
議

F

　
中
に
、
「
今
太
平
歳
久
。
京
師
戸
口
日
滋
。
棟
宇
密
接
。
略
無
爵
隙
云
云
。
」
と
見

　
え
る
。

⑲
　
『
東
京
夢
華
銀
』
巻
一
中
に
も
、
「
角
門
子
」
と
「
角
子
門
」
の
二
様
の
書
き

　
方
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
詳
論
子
」
と
し
て
置
こ
う
。
　
「
角
隠
」
は
、
正
門
の

　
脇
に
在
る
側
門
を
い
う
。
つ
ま
り
、
麗
景
門
の
脇
に
位
慨
し
た
か
ら
、
こ
の
名
が

　
つ
け
ら
れ
た
。

⑳
　
前
掲
脂
玉
氏
論
文
原
文
に
は
、
「
…
…
上
土
橋
自
応
在
世
門
子
内
。
而
下
土
橋

　
剣
当
在
門
外
。
這
爾
座
隅
最
挨
近
角
転
子
的
。
」
（
同
書
一
一
〇
一
頁
）
と
な
っ
て
い

　
る
。
な
お
、
徐
氏
・
劉
氏
の
汁
下
図
（
前
掲
書
四
七
頁
。
徐
氏
図
を
根
拠
に
し
た

　
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
に
も
、
　
「
上
土
橋
」
は
角
門
子
よ
り
も
内
側
、
つ
ま
り
内

　
城
内
に
位
置
し
て
お
り
、
萬
玉
氏
と
嗣
様
に
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
。

⑳
　
徐
氏
前
掲
論
文
三
九
頁
。

⑫
　
宋
会
報
輯
稿
・
方
域
一
・
東
京
（
嗣
書
方
域
三
・
東
京
雑
録
参
照
）
。

　
　
薦
六
門
。
…
…
次
北
日
大
通
。
蓉
河
南
水
門
。
太
平
興
国
四
年
九
月
。
賜
名
大

　
通
。
天
露
初
。
改
順
済
。
後
復
今
名
。
次
北
日
宣
沢
。
泳
河
北
門
。
熈
二
十
年
。

　
賜
名
。

⑳
　
京
師
か
ら
迦
州
に
向
か
う
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
沈
括
『
夢
漢
筆
談
蝕
巻
二
五

　
に
、

　
　
…
…
予
嘗
因
出
使
。
按
行
油
送
。
自
京
師
上
善
門
鑑
至
洒
州
潅
口
。
凡
八
百
四

　
十
里
一
百
三
十
歩
。
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

　
　
ま
た
、
西
水
門
側
に
つ
い
て
は
、
楊
仲
良
『
通
鑑
長
編
紀
事
本
宋
』
巻
一
四
七

　
・
靖
康
元
年
正
月
癸
酉
の
条
に
、

　
　
「
是
夕
、
金
人
智
慧
沢
門
。
以
火
船
数
十
順
流
爺
下
。
」
　
（
『
弾
正
治
通
鑑
長
編

　
拾
補
』
巻
五
一
　
に
い
う
よ
う
に
、
　
『
靖
康
伝
僑
録
淵
『
靖
康
要
録
』
の
当
該
部
分

　
で
は
、
寛
営
門
を
西
水
門
と
作
っ
て
い
る
）
と
見
え
、
こ
れ
を
素
直
に
取
れ
ば
、

　
宣
沢
門
が
城
内
へ
の
進
入
水
路
に
当
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

⑳
関
封
域
錯
体
が
、
玉
代
の
長
安
城
に
比
し
て
か
な
り
小
規
模
な
も
の
と
し
て
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も
、
な
お
貧
弱
で
あ
る
。
ま
た
、
外
城
「
域
門
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
商
税
微
甲
所

　
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
斜
懸
吏
臨
巻
一
八
六
・
食
貨
下
八
・
商
税
、

　
　
…
…
（
熈
寧
）
五
年
。
以
在
京
商
税
院
藤
壷
挙
盛
儀
務
。
七
年
。
画
嚢
門
之
税

　
　
数
十
種
。
銭
不
満
三
十
者
鰯
之
。
其
先
。
外
域
二
十
門
。
皆
歯
髄
課
息
。

　
こ
の
外
城
諸
門
は
、
元
豊
五
年
以
後
、
商
税
院
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
る
。
長
編
巻
樽
二
八
・
七
月
壬
寅
の
条
。
そ
の
他
、
図
会
下
紐
稿
・
職
官
二
七
・

　
都
商
税
院
の
条
を
参
照
。

⑮
宋
患
所
『
春
囲
退
型
録
』
巻
上
に
、
鼓
楼
の
様
子
が
い
く
ら
か
窺
え
る
。

　
　
京
師
郭
勤
。
置
鼓
於
小
楼
之
上
。
以
面
識
晩
。
太
宗
時
。
命
索
公
泊
製
坊
名
。

　
列
牌
於
楼
上
。
按
唐
馬
周
始
建
議
。
置
馨
雷
鼓
。
惟
両
足
有
之
。
後
北
都
亦
有
馨

　
馨
鼓
。
楚
期
京
都
之
制
也
。
一
一
紀
以
来
。
不
聞
街
鼓
之
声
。
金
蕎
之
職
廃
夷
。

　
街
鼓
の
欄
が
廃
れ
て
も
、
鼓
楼
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
の
は
、

　
さ
ほ
ど
無
理
で
は
な
い
。

⑳
前
掲
論
文
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ジ

　
バ
ソ
斑
噸
中
闘
美
街
史
魅
　
（
薪
藤
武
弘
訳
）
に
も
、
こ
の
図
が
、
中
鰹
リ
ア
リ
ズ

　
ム
絵
藩
中
の
抜
群
の
傑
作
で
あ
り
、
こ
う
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
の
伝
統
は
、
こ

　
の
張
択
溝
鼠
を
最
後
に
、
中
樋
門
醐
史
上
か
ら
消
え
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
論
じ

　
る
（
同
露
二
四
四
頁
）
。

⑰
　
　
「
宋
《
清
明
卜
…
河
圏
》
虻
橋
建
築
的
研
究
」
広
字
二
五
八
部
隊
、
二
連
生
氏

　
（
文
物
一
九
七
五
年
第
四
期
）

⑳
　
前
掲
麟
馬
論
文
に
拠
る
と
、
画
中
に
止
揚
す
る
人
物
は
、
総
計
五
百
五
十
余

　
人
。
馬
・
牛
・
驕
・
螺
・
酪
駝
等
の
動
物
は
、
約
五
六
十
匹
描
か
れ
て
い
る
。

＠
　
宮
域
が
描
か
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
金
人
張
著
の
無
文
が
一
つ
の
手
掛
と

　
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
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